
 

 

 

 

 

 

 

もう一か所、隣国のレソト王国を訪ねました。その２ 

                  

 

                 

宿
泊
し
た
ピ
ツ
ェ
ン
グ
と
い
う

町
の
中
心
街
。
国
境
か
ら
は
１
時
間

半
、
首
都
の
マ
セ
ル
ま
で
は
２
時
間

の
距
離
。 

Aloes Guest House というところに泊りました。

名前の由来はこのスパイラル・アロエ。庭にたくさ

ん植えてありましたが、こんなの初めて見た私はそ

の螺旋の正確さにビックリ。自然ってすごいです。 

本当は有名な Sani Pass の頂上のロッジに泊ろう

と思い、現地の旅行業者にコンタクト。すると“お

前、四駆持ってるか？普通の車じゃ登れないぞ”。

…じゃ、どこかいい宿ないの？と聞いて教えてもら

ったのがここ。きれいで安い。シャワーもたっぷり。 

こ
れ
も
初
め
て
見
た
ア
ロ
エ
の
木(

？)

。
ア
ロ
エ

の
葉
の
中
央
か
ら
ニ
ョ
キ
リ
と
生
え
て
る
。
花

が
つ
い
て
る
ら
し
い
。
不
思
議
。 
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マセルにも行きました。

スワジランドの首都・ム

ババーネに比べても、落

ち着いた雰囲気でした。 

 夏なのになんで毛皮の帽子？？？ 最初に訪ねた『Basotho Cultural 

Village』でかぶらせてもらった『酋長の印』だという毛皮の帽子がえら

く気に行った 2 人の子ども。マセルの路上で売っているのを発見してお

ねだりするので、お土産として買ってやりました。 

マ
セ
ル
か
ら
ピ
ツ
ェ
ン
グ
ま
で
、
ま

っ
す
ぐ
戻
る
の
は
つ
ま
ら
な
か
っ

た
の
で
、
敢
え
て
山
越
え
ル
ー
ト
を

選
択
。
未
舗
装
・
急
こ
う
配
・
真
っ

暗
闇
の
峠
道
で
し
た
。
そ
れ
で
も
家

が
あ
り
、
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。 

峠をいくつも越えましたが、どんな険しい斜面にも牛追い

の人々が生活をしていました。鞍なしの乗馬です。 

南
ア
側
に
戻
り
、
ド
ラ
ケ
ン
ス
バ

ー
グ
の
山
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
ブ
ッ

シ
ュ
マ
ン
ペ
イ
ン
ト
を
見
た
り
川

遊
び
し
た
り
、
子
ど
も
は
大
喜
び
。 

To Be Continued！ 


